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送電線に沿ってドローンが自動飛行・撮影する 

「送電線点検用ドローン自動飛行システム」の開発・導入について 

 

東京電力ホールディングス株式会社（本社：東京都千代田区、代表執行役社長：小早川  

智明、以下「東京電力 HD」）、ブルーイノベーション株式会社（本社：東京都文京区、代表

取締役社長：熊田 貴之、以下「ブルーイノベーション」）、株式会社テプコシステムズ（本

社：東京都江東区、代表取締役社長：権田 勇治、以下「テプコシステムズ」）の 3 社は、『送

電線点検用ドローン自動飛行システム（以下「本システム」）』を開発し、東京電力パワーグ

リッド株式会社（東京都千代田区、代表取締役社長：金子 禎則、以下「東京電力 PG」）は、

同社が保有する送電線の点検業務に、本システムを 6 月より導入します。 

（共同開発の開始については、2017 年 3 月 24 日にお知らせ済） 

 

本システムは、ブルーイノベーションが開発した Blue Earth Platform※をベースに、   

テプコシステムズ、東京電力 HD の 3 社が共同開発したものです。本システムを導入する東

京電力 PG では、従来、送電線の点検作業は主に高倍率スコープやヘリコプターなどを用い

て目視で行っていましたが、一般的なドローンにも搭載可能な対象物検知センサーで送電線 

を検知し、カメラを搭載したドローンが自動飛行しながら、最適な画角で送電線の異常（例：

腐食、劣化など）などを撮影することで、点検作業の大幅な効率化とコスト低減を可能にし

ました（特許出願中）。 

 

【ドローンによる点検風景】 

 

 

 

 



 

■地上の送電線点検の課題 

東京電力 PG が保有する地上の送電線は 28,391km（全国では 151,862km）あり、   

点検作業は主に高倍率スコープ・ヘリコプターなどを用いて目視で行っています。目視 

点検は膨大な作業時間と作業員の高い技能に支えられており、少子高齢化にともなう  

将来的な作業員の不足、設備の高経年化による点検数増加への対応などが課題です。 

今までも、点検作業の効率化やコスト低減を目指し、ドローンの自動飛行による点検が

検討されてきましたが、実用化に向けては以下の技術的課題がありました。 

 

・ドローンが送電線に近づくと、電線から生じる磁界の影響により方角を正しく認識でき 

なくなり、機体の制御が不安定になる（送電線とドローンの距離を常に一定に保ち、自

動飛行する技術が必要）。 

 

・電流値・気温・風などの影響により、電線の形状が変化するため、電線の形状をあらか

じめ予測し、電線に沿った飛行ルートを事前設定することが難しい（飛行ルートをリア

ルタイムに自動設定・調整する技術が必要）。 

 

これらの課題を解決すべく、送電線の位置を検知する対象物検知センサー技術、ドロー

ンと送電線との距離を一定に保ち飛行する制御技術、送電線をブレなく撮影するための振

動制御技術などを共同開発しました。加えて、現場の作業員が使いやすいよう、送電線撮

影に特化したアプリケーションも開発しました。 

 

■飛行環境の変化に左右されずに送電線に沿って飛行可能 

本システムに搭載されている対象物検知センサーは、画像解析

による送電線の検知とは異なり、逆光や影、類似する構造物の影

響を受けず、正しく送電線を検知できます。 

 鉄塔間距離 365m の実証実験でも、画角を外さずに送電線と

平行に飛行・撮影できることが実証されています。 

 

 

■ワンクリックの簡単操作 

専用アプリケーション上のワンクリックで、ドローンの離発

着および送電線撮影を自動で行います。 

 

 

■撮影映像をその場で確認可能 

自動飛行のため、作業員はドローンを手動操縦する必要がな

く、ドローンからリアルタイムに送られてくる送電線の映像確

認に集中できます。気になる箇所があれば、その場でドローン

を一時停止させ、カメラをズームして送電線の状況を詳細に確

認することができます。 

 

 

＜対象物検知センサー搭載ドローン＞ 

上部に取り付けられたモジュールが送電線の

検知および機体・振動の制御を行う 

ドローンによる撮影映像 

システム運用画面 



 

※Blue Earth Platform* (BEP) とは 

 Blue Earth Platform(BEP) とは、複数のドローンやロボットと、それらに搭載したセン

サーやカメラを同時に制御・管理することで、複数のドローンやロボットに任意の業務を自

動遂行させることができる、ブルーイノベーションが独自に開発しているプラットフォーム

です。 

複数のセンサーを組み合わせた技術により、ドローンやロボットが最適な自己位置を自ら

推定し自律移動するほか、送電線のような対象物の検知、さらに地図や移動ログ、映像など

収集したデータの AI 解析などにより、点検や警備、物流など様々なソリューションに必要

な情報を取得・提供します。  

詳細はこちらをご覧ください＞https://www.blue-i.co.jp/advantage/bep/ 

 

以上 

 

 

 
 

 

 

 

【本リリースに関する問い合わせ先】 

・東京電力ホールディングス株式会社 広報室 報道グループ 03-6373-1111（代表） 

・ブルーイノベーション株式会社 RR マーケティング部 広報担当 

電話：03-6801-8781 E-mail：press@blue-i.co.jp 

・株式会社テプコシステムズ 企画部 03-6364-1112（代表） 

・東京電力パワーグリッド株式会社 秘書・リスクマネジメント室 03-6373-1111（代表） 


